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宮
み や

城
ぎ

の子どもたちへ　

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

において、

多くの方
かた

々
がた

のかけがえのない命
いのち

がうばわれました。

わたしたちは、この大震災をけいけんし、

二
に

度
ど

とこのようなことが起
お

きないために、

震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

を

語りついでいかなければなりません。

わたしたちは、宮城のゆたかな自
し

然
ぜん

から

多くのめぐみを受
う

けて、生活をしています。

しかし、時として自然は、

命をおびやかす災
さい

害
がい

をもたらすことがあります。

わたしたちは、自然のすばらしさを感
かん

じながら、

災害への備
そな

えをしなければなりません。

そうすることが、自分の命を守
まも

り、

周
まわ

りの人の命も守ることになるのです。

みんなの命を守り、

未
み

来
らい

の子どもたちの命を守るために

宮
みや

城
ぎ

県
けん

では、みやぎ防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

副
ふく

読
どく

本
ほん

 「未来へのきずな」を作
さく

成
せい

しました。

みなさんは、しょうらい、どんな災害があっても、

みんなで助
たす

け合
あ

い、生きぬいていかなければなりません。

そのために、

この副読本を使
つか

い、防災について考え、行
こう

動
どう

し、

家
か

族
ぞく

や友
とも

達
だち

、地いきのきずなを大切にしていきましょう。

2014（平
へい

成
せい

26）年 3 月 11 日

宮
みや

城
ぎ

県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい
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2011（平
へい

成
せい

23）年
3 月 11 日 
午後 2 時 46 分　
大きなゆれがわたしの
まちをおそった。
大きな黒いかたまりが
せまってきた。
そして、大切な人を……
大切なものを……。 わたしはあなたを

わすれない。

これからもずっと

いつもいっしょ。

写真提供：河北新報社

写真提供：写真保存プロジェクト

写真提供：河北新報社

写真提供：河北新報社

写真提供：共同通信社

写真提供：河北新報社

写真提供：河北新報社

3
・
11
を
わ
す
れ
な
い

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

をわすれない１
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たくさんの人にはげまされ、
ささえられた。
力を合わせて、一歩一歩前へ。

あの日から　半年

みんなで　助
たす

け合って生きてきた

たくさんの人に　助けてもらって生きてきた

津
つ

波
なみ

にのまれてしまった　多くの人たち

生きたかっただろうな

今の自分には　何ができるだろう

これからの自分には　何ができるだろう

10 才の私
わたし

　半分おとなの私

生きている私ができること

それは

せいいっぱい生きること

力を合わせて　ふっこうすること

写真提供：仙台市

写真提供：写真保存プロジェクト

写真提供：写真保存プロジェクト

写真提供：「石巻かほく」2013 年 3 月 13 日付 5 面

写真提供：防衛省・自衛隊

写真提供：写真保存プロジェクト

写真提供：がんばろう ! 石巻の会

（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より）

復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

への歩み2
第１章

2

3
・
11
を
わ
す
れ
な
い

学級活動

第
１
章



話し
合ってみよう

10 11

わたしたちの宮
みや

城
ぎ

１
第2章

１

　宮
みや

城
ぎ

県
けん

のゆたかな自然やそれがもたらす

めぐみについて話し合ってみましょう。

　わたしたちは海や山や川など宮城の自
し

然
ぜん

とともにくらし、その自然から多くの

めぐみを受
う

けています。わたしたちのふるさとには、どのようなゆたかな自然や

それがもたらすめぐみがあるのでしょうか。

栗
くり

駒
こま

の美
うつく

しい山なみ

ゆたかな海の幸
さち

をはぐくむ三
さん

陸
りく

の海

ゆったりと流
なが

れる阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川
がわ

水田が広がる大
おお

崎
さき

平
へい

野
や

　わたしたちの身
み

近
ぢか

にあるゆたかな自然は、時として、命
いのち

をおびやかす災
さい

害
がい

をもたらす場合もあることを知っておくことが大切です。

写真提供：大崎タイムス社

写真提供：三陸新報社

災
害
に
つ
い
て
知
る

社　会

第
２
章
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地
じ

震
しん

はいつ起
お

こるかわからない２
第2章

２

　日本は世
せ

界
かい

でも地震が多い国です。これまで日本で起こった地震は、いつ、ど

こで起こっているのでしょうか。

　東日本大震災では、津
つ

波
なみ

による大きな被
ひ

害
がい

を

受
う

けましたが、かこには内
ない

陸
りく

部
ぶ

でも山全
ぜん

体
たい

がく

ずれるほどの大きな地震がありました。

日本の各
かく

地
ち

で地震が

起こっているんだね。
地震は、ねているときで

も起こっているね。

防
ぼ う

災
さ い

知
ち

識
し き

　宮
みや

城
ぎ

県
けん

では昔
むかし

から何
なん

度
ど

も地震や津波の大きな

被害を受けています。2008（平成 20）年 6 月14 日 午前8時43 分
岩
いわ

手
て

・宮
みや

城
ぎ

内
ない

陸
りく

地
じ

震
しん

　地震はいつどこで起こるかわかりません。地震が起きてもあわてないよう

に、どうすればよいのかを考えておくことが大切です。

地震が起こった場
ば

所
しょ

❻❻

❹❹
❸❸

❺❺
❶❶

❷❷

写真提供：栗原市

　 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

（東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

）

❹❹

2011（平成 23）年 3 月 11 日 
午後 2 時 46 分

写真提供：河北新報社

　 北
ほっ

海
かい

道
どう

南
なん

西
せい

沖
おき

地
じ

震
しん

❻❻

1993（平成 5）年 7 月 12 日
 午後 10 時 17 分

写真提供：北海道新聞社

　 能
の

登
と

半
はん

島
とう

地
じ

震
しん

❺❺

2024（令和 6）年 1 月 1 日
 午後 4 時 10 分

写真提供：出典：令和６年能登半島地震アーカイブ
（提供者：石川県）／ CC BY-NC-SA

　 熊
くま

本
もと

地
じ

震
しん

❶❶

2016（平成 28）年 4 月 16 日
 午前 1 時 25 分

写真提供：出典：熊本災害デジタルアーカイブ／
提供者：国土交通省九州地方整備局

　 関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

❸❸

1923（大
たい

正
しょう

12）年 9 月 1 日
 午前 11 時 58 分

写真提供：東京都歴史文化財団
イメージアーカイブ

　 阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

）

❷❷

1995（平
へい

成
せい

7）年 1 月 17 日
 午前 5 時 46 分

写真提供：阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター

災
害
に
つ
い
て
知
る

総合的な学習の時間

第
２
章



通行止

14 15

地
じ

震
しん

による被
ひ

害
がい

３
第2章

３

　地震の強いゆれによって、日本の各
かく

地
ち

ではさまざまな被害が出ています。

●建
た て

物
も の

のとうかい

●地
じ

盤
ば ん

沈
ち ん

下
か

●火
か

災
さ い

●土
ど

砂
し ゃ

くずれ

●液
え き

状
じょう

化
か

現
げ ん

象
しょう

●津
つ

波
な み

　家やビルがたおれてこわれることが

あります。

　地
じ

面
めん

がしずんでしまい、建物がかた

むいたり、雨がふると水がたまってし

まったりすることがあります。

　地震によって、電気・ガス・水道などが止まり、トイ

レやふろが使えなくなることがあります。

　また、道路にひびが入ってこわれたり、鉄
てつ

道
どう

も止まっ

たりするので食
た

べ物
もの

などを運
はこ

ぶことができなくなること

もあります。

　火を使
つか

っているときは、火災が起
お

こ

ることがあります。

　土砂がくずれて道
どう

路
ろ

をふさいだり、

家や自
じ

動
どう

車
しゃ

がうまってしまったりする

ことがあります。

　地面がやわらかくなり、建物がかた

むいてしまったり、地中にうまってい

たマンホールや水道かんなどが地上に

出てきたりすることがあります。

　津波が発
はっ

生
せい

し、海や川の近くでは、

大きな被害が出ることがあります。

水をもらうために列
れつ

にならぶ人たち

電気が使えない生活 通れない道路

　日本では、これまで地震によってさまざまな被害が出ています。地震による被

害には、どのようなものがあるのでしょうか。

これまでのあたりまえの生活ができなくなってしまうんだね。

　日本では、近いしょうらい、大きな地震が起こると予
よ

そくされています。

地震による被害を知り、それに対
たい

する備
そな

えをすることが大切です。

たおれたビル

火災が起こったまち 津波におそわれたまち

地盤がしずんだ岸
がん

ぺき

地上に出てきたマンホール

土砂にうまった道路や家
写真提供：毎日新聞社

写真提供：神戸新聞社 写真提供：第二管区海上保安本部

写真提供：北海道新聞社

写真提供：写真保存プロジェクト

写真提供：河北新報社

災
害
に
つ
い
て
知
る

学級活動・学校行事

第
２
章
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大
だ い

震
し ん

災
さ い

をけいけんして
 「 行ってきます。」

　いつもと同じ朝でした。

　わたしは、おばあちゃんに元気に声をかけ学校に行きました。いつもと

同じように勉強して、休み時間には、いつもと同じようにみんなでドッジ

ボールをして楽しみました。

　そして帰りの会。　

 「今
きょう

日も楽しかったなあ。」

と、みんなと話しながら、あとは、帰りのあいさつを待
ま

つばかりでした。

すると、とつぜんゴォーと、大きな音がしてきます。地のそこから聞こえ

てくるようなその音はだんだん大きくなり、ゴォーがガタガタに変
か

わって

いきました。

　何が何だか分からないうちに、先生の声や、友だちのさけび声が聞こえ

てきました。

 「つくえの下にもぐりなさい。」

 「きゃあ」

　私
わたし

は、声が出ませんでした。ただ、お母
かあ

さんやおばあちゃんのことを思

うとなみだが出て止まりませんでした。

　ゆれはおさまらず、ますます大きくなります。

 「つくえの足をおさえなさい。」

　みんなの近くを必
ひっ

死
し

に歩いていた先生の声が聞こえました。しかし、手

に力をこめても、つくえの足は左右にずれて、どうすることもできません

でした。

　つくえの中のお道
どう

具
ぐ

箱
ばこ

も本だなの本も何もかもが、ゆかにばたばたと落
お

ちてきました。電気もぱっと消
き

えてうす暗
ぐら

くなりました。それでもゆれは

続
つづ

きます。みんなの悲
ひ

鳴
めい

や泣
な

き声も聞こえてきて、こわくてこわくて、気

が付
つ

くとつくえの足を力いっぱいにぎっていました。

 「荷
に

物
もつ

を持
も

って校
こう

庭
てい

に出なさい。」

　ろう下から先生の声が聞こえてやっとゆれがおさまったことに気付きま

した。
（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より）

災
害
に
つ
い
て
知
る

学級活動・学校行事

第
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津
つ

波
なみ

を知る４
第2章

４

　海の底
そこ

で地
じ

震
しん

が起
お

こると、津波がとても速
はや

いスピードと大きな力で陸
りく

地
ち

におし

よせることがあります。

　津波はとても速いスピードでおそって

きます。海
かい

岸
がん

付
ふ

近
きん

での津波は、100m

を約
やく

10 秒
びょう

の速さで進
すす

みます。津波が見

えてからでは、にげることができません。

　津波の力はとても強く、家や自
じ

動
どう

車
しゃ

を

あっという間におし流
なが

してしまいます。

　高さが 30 ｃｍの津波でも、人間が流

されてしまうきけんがあります。

　津波がおしよせる前には、海
かい

面
めん

の水
すい

位
い

が下がり、ふだん見えない海の底があら

われたりする引き波が起こる場合があり

ます。

　津波は川を上り、内
ない

陸
りく

深
ふか

くまで進
すす

む

場合があります。また、ていぼうをこえ、

まちや田
た

畑
はた

に進む場合もあります。

　津波はくり返
かえ

しやってきます。また、

数時間以
い

上
じょう

してから最
さい

大
だい

の津波が来る

場合もあります。

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では、津波によって大きな被
ひ

害
がい

を受
う

けました。津波には、どのよ

うな特
とく

ちょうがあるのでしょうか。

●津波の速さ

●津波の力

●津波の動
う ご

き

防
ぼ う

災
さ い

知
ち

識
し き

①地震のゆれが小さくても、ゆれが長く続
つづ

いたら大津波のきけん !
　ゆれが小さくても津波がおそってくる場合があります。

「明
めい

治
じ

三
さん

陸
りく

地
じ

震
しん

」では、ゆれが小さかったにもかかわらず、大津波が発
はっ

生
せい

し、宮
みや

城
ぎ

県
けん

では、

3,452名の死
し

者
しゃ

が出ました。

②外国の大きな地震でも津波に注
ちゅう

意
い

！

　1960（昭
しょう

和
わ

35）年、チリという国で大地震が起こり、発生した津波が約20時

間後に日本に達
たっ

し、大きな被
ひ

害
がい

を引き起こしました。宮城県では、この津波で５３名

の死者・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

が出ました。

ハワイ諸島

日本

チリ

津波の特ちょう

覚
おぼ

えておこう
①津波のスピードはとても速い。
②津波の力はとても強い。
③津波はくり返しやってくる。
④津波は初

はじ

めに来る波がいちばん高いとはかぎらない。
⑤津波は川を上る。
⑥津波が来る前には、引き波が起こる場合がある。

津波は

外国からも

来るんだね。

　津波の特ちょうを知り、自分の身
み

を守
まも

れるようになることが大切です。

災
害
に
つ
い
て
知
る

学級活動・学校行事

第
２
章
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ぼくの震
し ん

災
さ い

日記
　3 月 11 日　金曜日

　学校の帰りに大
おお

地
じ

震
しん

がおきました。その時ぼくは遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩いていて、

立っていることができなくて友だちとかたまってすわりました。ぐらぐら

地
じ

面
めん

がゆれてこわかったです。近くの家の人が、

 「早く帰りな。あぶないよ。」

と言ってくれたので、ほそうブロックがぼこぼこになっていた所
ところ

を走って

帰りました。家に帰ったら物
もの

がごちゃごちゃになっていたり、水そうの水

があふれていました。

　大
おお

津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

が出ていたのでひなん所
じょ

に行こうと用
よう

意
い

をして外に出たら、

ゴオーッと音がして、電
でん

柱
ちゅう

や材
ざい

木
もく

がすぐそばまで、黒い波
なみ

といっしょにせ

まってきていました。

　するとおじいさんが、

 「家に入れ。上にあがれ。いそげ。」

とさけんだので、おばあさんとぼくと3人で階
かい

段
だん

をかけあがりました。あっ

という間に、まどガラスをやぶって水が家の中に入ってきました。その水

においかけられるように、ぼくたちは 2 階、3 階へいそいで走りました。

もうだめかと思ったら 3 階のホールにすれすれの所で水が止まりました。

 「ああ、たすかったあ。」

　3 階のベランダから海の方を見ると、2 階だての家や大きな材木や冷
れい

ぞ

うこなど、いろいろな物が流
なが

されて来ました。流されてきた家がぼくの家

にぶつかって 2 階のかべに大きな穴
あな

があきました。その後、大きな津波

が 2 回来ましたが、何もぶつからず流れて行きました。北がわのやぶれ

たかべから外を見ると、門
かどの

脇
わき

町がもえはじめていました。

（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より） 災
害
に
つ
い
て
知
る

学級活動・学校行事

第
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台風などによる被
ひ

害
がい

 ５
第2章

５

　大雨がふると、川の水があふれて、

ていぼうをこえ、道
どう

路
ろ

や建
たて

物
もの

、田
た

畑
はた

な

どに水が流
なが

れこむことがあります。　

　山に大雨がふると、土
ど

砂
しゃ

くずれなど

により、家がこわれることがあります。

　雷は、周
まわ

りより高い所
ところ

に落
お

ちやすい

ため、グラウンド、屋
おく

外
がい

プール、海な

どでは人に落ちることがあります。

　数十分の短
たん

時
じ

間
かん

に、せまいはんいでふる急
きゅう

な大雨のことを局地的大雨といいます。

　川の上
じょう

流
りゅう

が大雨の場合、自分がいる所に雨がふっていなくても、川の水がとつ

ぜんふえることがあります。

　竜巻は、とつぜん起
お

こり、さまざま

なものをまき上げながらいどうしま

す。竜巻の通り道では家などがこわさ

れることがあります。

●大雨

●落
ら く

雷
ら い

●局
きょく

地
ち

的
て き

大雨

●大雪

●竜巻

　雷は、大きな木やかさにも

落ちやすいので、木の下で雨
あま

宿
やど

りするのはきけんだよ。

10分後

　毎年、夏から秋にかけて日本にやってくる台風は、各
かく

地
ち

にさまざまな被害をもた

らしています。また、とつぜんの雷
かみなり

や大雨、竜
たつ

巻
まき

による被害も多く発
はっ

生
せい

しています。

線
せん

状
じょう

降
こう

水
すい

帯
たい

の発生も多くあり、局
きょく

所
しょ

的
てき

な大雨による影
えい

響
きょう

が大きく出ています。

　日本では、台風や梅
つ

雨
ゆ

の時
じ

期
き

の大雨などにより、毎年さまざまな被害を受
う

けて

います。その被害には、どのようなものがあるのでしょうか。

　台風などがもたらすさまざまな被害を知り、自分の身
み

を守
まも

れるようになる

ことが大切です。

　強い風がふくと、屋
や

根
ね

が飛
と

ばされたり、

家がこわされたりすることがあります。

　また、電
でん

柱
ちゅう

や木がたおされることも

あります。

　大雪がふると、雪の重
おも

みで建物がこ

われたり、自
じ

動
どう

車
しゃ

や電車が動
うご

けなく

なったりすることがあります。

●強風

雨であふれた川

風でたおれ、折
お

れ曲
まが

がった電柱 雪の重みでこわれた家

雨でくずれた土砂

地上に落ちる雷

水がふえる前の川 水がふえた後の川（水
すい

位
い

が約
やく

1m30cm上がった）

まちをおそう竜巻

写真提供：京都市消防局

写真提供：朝日新聞社

写真提供：気象庁

写真提供：神戸市

写真提供：朝日新聞社 写真提供：山形新聞社

写真提供：秋田県警

災
害
に
つ
い
て
知
る

総合的な学習の時間・
学級活動

第
２
章



考えてみよう

話し
合ってみよう

広げよう

12 1
2
3
4

567
8
9
10
11
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学校にいるときに地
じ

震
しん

が起
お

こったら１
第3章

１

　学校にいるときに地震が起こったら、わたしたちはどのようにして身
み

を守
まも

ればよい

のでしょうか。

　教室にいるときに地震が起こった場合、どのようなきけんがあるのでしょうか。

　また、そのとき、どのようにして自分の身を守ればよいのか考えてみましょう。

「落
お

ちてこない」「たおれてこない」「いどうしてこない」場
ば

所
しょ

に避
ひ

難
なん

しよう。

　次
つぎ

のような場所にいるときに地震が起こったら、どのようにして自分

の身を守ればよいのか話し合ってみましょう。

　学校にいるときに地震が起こった場合は、落
お

ち着
つ

いて行
こう

動
どう

し、安
あん

全
ぜん

な場所で身

を守りましょう。また、ゆれがおさまったら、  

お○○○　は○○○○　し○○○○○　も○○○○
の約

やく

束
そく

を守って行動しましょう。

　地震が起こったときに、落ち着いて行動するためには、日ごろからどのよ
うなことをしておくとよいでしょうか。

●階
か い

段
だ ん

・しょうこう口

●校
こ う

庭
て い

●音楽室

●体
た い

育
い く

館
か ん

　地震に備
そな

え、学校の中のきけんな場所や安全な場所を、ふだんから友
とも

達
だち

と

話し合うなど、前もって確
たし

かめておくことが大切です。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

学級活動・学校行事

第
３
章



話し
合ってみよう

広げよう

考えてみよう

26 27

家にいるときに地
じ

震
しん

が起
お

こったら２
第3章

２

　家にいるときに地震が起こった場合は、落
お

ち着
つ

いて行
こう

動
どう

し、安
あん

全
ぜん

な場所で身を

守りましょう。ゆれがおさまったら、火
か

事
じ

の原いんになるガスコンロなどの火は

すぐに消
け

しましょう。

「落
お

ちてこない」「たおれてこない」「いどうしてこない」場
ば

所
しょ

に避
ひ

難
なん

しよう。

　次
つぎ

のような場所にいるときに地震が起こったら、どのようにして身を

守ればよいのか話し合ってみましょう。

　あなたが一
ひ と り

人でいる
ときに地震が起きまし
た。ゆれがおさまった
ら、どうすればよいで
しょうか。

●庭
に わ

●ふろ

●子ども部
べ

屋
や

●リビング

どこへにげれ

ばいいの？

大
おとな

人の人は近

くにいるの？

津
つ

波
なみ

は

来るの？

　家にいるときに地震が起こった場合、どのようなきけんがあるのでしょうか。

　また、そのとき、どのようにして自分の身を守ればよいのか考えてみ

ましょう。

　家にいるときに地震が起こったら、わたしたちはどのようにして身
み

を守
まも

ればよ

いのでしょうか。

　地震に備
そな

え、家の中のきけんな場所や安全な場所、避難方
ほう

法
ほう

などをふだん

から家
か

族
ぞく

で話し合い、前もって確
たし

かめておくことが大切です。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

総合的な学習の時間

第
３
章



考えてみよう

話し
合ってみよう

広げよう

B 1 2 3 4 5 6 7 8 9

▲▲文具

○×

○×

呉
服
◇
◇

28 29

家の人と

いっしょに歩いて

確かめるといいね。

登
とう

下
げ

校
こう

中や外で地
じ

震
しん

が起
お

こったら３
第3章

３

　登下校中や外で遊んでいるときに地震が起こった場合、どのようなき

けんがあるのでしょうか。

　また、そのとき、どのようにして身を守ればよいのか考えてみましょう。

「落
お

ちてこない」「たおれてこない」「いどうしてこない」場
ば

所
しょ

に避
ひ

難
なん

しよう。

　次
つぎ

のような場所にいるときに地震が起こったら、どのようにして自分

の身を守ればよいのか話し合ってみましょう。

　通
つう

学
がく

路
ろ

の地図をつくって、きけ
んな所

ところ

や避難場所を確かめておき
ましょう。

●スーパーマーケット・デパート

●バス

●エレベーター

●高い建
た て

物
も の

　登下校中や外で遊
あそ

んでいるときに地震が起こったら、わたしたちはどのように

して身
み

を守
まも

ればよいのでしょうか。

学 校

自分の家

自分の家から学校までの地図

　外にいるときに地震が起こった場合は、落
お

ち着
つ

いて行
こう

動
どう

し、安
あん

全
ぜん

な場所で身を

守りましょう。ゆれがおさまったら、周
まわ

りの安全を確
たし

かめながら、家
か

族
ぞく

で話し合っ

ている避難場所などに避難しましょう。

　通学路などにあるきけんな場所を確かめておき、ゆれがおさまったら、ど

こに避難するのか、家族で話し合っておくことが大切です。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

総合的な学習の時間

第
３
章



知っておこう

すぐに

にげて
くださ

い！

！

30 31

津
つ

波
なみ

から身
み

を守
まも

るために４
第3章

４

　津波から自分の身を守るための行
こう

動
どう

を知っておきましょう。

海の近くでゆれを感
か ん

じたら、まずにげましょう。

①「より高い所
ところ

」を目
め

指
ざ

してにげる

津波は海や川からおそってきます。海や川からはなれ、高い所へにげましょう。

②津波警
けい

報
ほう

が出ている間は、避
ひ

難
なん

を続
つづ

ける

津波はくり返
かえ

しおそってきます。初
はじ

めの波より後に来る波が大きいこともあります。

③ゆれを感じていなくても、津波警報を見たり聞いたりしたら、急
いそ

いでにげる

ゆれが小さくても大きな津波が起こることもあります。

　津波が来るおそれがある所には、次
つぎ

のような標
ひょう

識
しき

があります。

　津波が来るおそれがある場合に、「大津波警報」「津波警報」「津波注意報」が

発
はっ

表
ぴょう

されます。

◯「大津波警報」「津波警報」が発表されたら

　　すぐに高い所へにげましょう。

◯「津波注意報」が発表されたら

　　海や川の中にいるときはすぐに上がって、

　海
かい

岸
がん

や川
かわ

岸
ぎし

からはなれましょう。

ここなら安
あん

全
ぜん

と思わず、より高い所を目指して避難しよう。

●津波からの避難

●津波からにげるために

●津波に関
か ん

する警報・注
ちゅう

意
い

報
ほ う

【津波が来るとあぶない場所】 【津波から避難する場所】

津波注意 津波避難場所 津波避難ビル

　海の近くに行ったら、このような標識があるか確
たし

かめておくことが大切です。

海が見えなくても

この標識があったら

海の近くにいると

いうことだね。

　海の近くにいるときに地
じ

震
しん

が起
お

こった場合、津波がおそってくるきけんがあり

ます。わたしたちは津波からどのようにして身を守ればよいのでしょうか。

　安全が確かめられるまで、一
いち

度
ど

避難したら、

決
けっ

してもどらないようにしましょう。

津波避難ビルの標識

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

総合的な学習の時間・
学級活動・学校行事
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知っておこう

通行
止

32 33

台風などから身
み

を守
まも

るために５
第3章

５

　大雨、強風、大雪、雷
かみなり

、竜
たつ

巻
まき

などから、わたしたちはどのようにして自分の身

を守ればよいのでしょうか。

　大雨、強風、大雪、雷、竜巻から自分の身を守るための行
こう

動
どう

を知っ

ておきましょう。

　次のような変化を感
かん

じたら、積
せき

乱
らん

雲
うん

（入道雲）が近づいてくるしるしです。ま

もなく、はげしい雨と雷がやってきます。竜巻がおそってくるかもしれません。

　川や用
よう

水
すい

路
ろ

を見に行ったり、近づいたりすると、

あふれた水で流
なが

されてしまうきけんがあります。大

雨のときはぜったいに川や用水路に近づかないよ

うにしましょう。

　竜巻が近づくと、いろいろな物
もの

が

もうスピードで飛
と

んできます。人や

自
じ

動
どう

車
しゃ

が飛ばされることもあります。

じょうぶな建物へ避難しましょう。

しばらくの間、
じょうぶな建物の中で、
身を守りましょう。

　屋
や

根
ね

の上に積
つ

もった雪が落ちてくるきけんが

あるので、雪の積もった屋根の下には近づかな

いようにしましょう。

　山やがけの近くでは、土
ど

砂
しゃ

くずれなどのおそれがあります。次
つぎ

のような変
へん

化
か

が

あれば、すぐに避
ひ

難
なん

しましょう。

●大雨のとき

●雷・竜巻・局
きょく

地
ち

的
て き

大雨のとき

　建
たて

物
もの

の中にいるときは、まどガラスがわれるきけんがあ

るので、カーテンをしめ、まどに近づかないようにしましょ

う。外にいるときは、じょうぶな建物へ避難しましょう。

●強風のとき

●大雪のとき

まよっている時間はありません。
すぐにきけんな場

ば

所
しょ

からはなれ、安
あん

全
ぜん

な場所にはやく避難しましょう！

・真っ黒い雲が近づいてきた

・雷の音が聞こえてきた

・急
きゅう

に冷
つめ

たい風がふいてきた

積乱雲には気をつけて

　出かける前には、

天気予
よ

報
ほう

を確
たし

かめて、

空の様
よう

子
す

に注
ちゅう

意
い

しよう。

はげしい雨の中を歩くのはきけん。
しばらく雨

あま

宿
やど

りを !

あっという間に水かさがふえ、流
れがはげしくなります。川のそば
からはなれて !

雷が落ちたり、とっぷうでゴール
がふき飛ばされたりします。建物
の中に入って !

木に落ちた雷で感
かん

電
でん

することがあ
ります。木のそばからはなれて !

発
はっ

生
せい

した積乱雲

写真提供：気象庁

・小石が落
お

ちてくる。 ・水がふき出す。 ・側
そっ

こうや小川に流
りゅう

木
ぼく

（えだ）などがまじる。

・雨なのに側こうや小川の水がへる。 ・ゴーという山鳴りやおかしな音がする。　

・斜
しゃ

面
めん

やその近くにひびができたり、木がかたむいたりする。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

総合的な学習の時間・
学級活動

第
３
章



考えてみよう

たかしお

てき

作成日：     　年　 月　 日

【こうほ1】【住んでいる地いきは？】

【住んでいる場所のしん水想定は？】
しん水想定区いき

原いん ( ) 　　しん水の深さ ( 　　m)

土砂災害けいかい区いき
【こうほ 2】

歩いて約　　分 電話 (          )

電話 (          )歩いて約　　分

高潮注意ほう

自主ひなんなど

レベル 2

早期注意じょうほう

レベル１

はんらんけいかいじょうほう

高れい者等ひなん
大雨けいほう・こう水けいほう

レベル 3

高潮けいほう／高潮特別けいほう
はんらんきけんじょうほう

ひなんしじ
土砂災害けいかいじょうほう

レベル 4 レベル 5

ひなんとちゅうで
注意する場所は？

けいかいレベル

気象けいほう
災害じょうほうなど

ひなんじょうほうなど

き
い
地

大雨の数日から約１日前大雨の数日から約１日前 大雨の半日～数時間前大雨の半日～数時間前 大雨の数時間～２時間前ていど大雨の数時間～２時間前ていど →　→　→→　→　→ 数十年に一度の大雨数十年に一度の大雨

画
計
動
行

族
家
と
し
た
わ

マイ

マイ・タイムラインン

！

( けいほう級のかのうせい )

家族の連らく先／きんきゅう連らく先

ど　しゃ

き しょう

やく

れん

さく せい

時間がかかることを
すませておこう

いつでもひなん
できるようにしよう

自主的に
ひなんしよう

きけんな場所から
すぐにひなん

ひなんじょうほうなど

気象じょうきょう（例）

、

：各けいかいレベルの行動を書きこもう ：ひなんのタイミングを決めよう

：ひなん先・ひなんけいろを決めよう：家のじょうきょうをかくにんしよう ステップ
２

ステップ
４

ステップ
３

ステップ
１

はんらん注意じょうほう

大雨注意ほう・こう水注意ほう 災
害
の
発
生

命
の
き
け
ん

   
す
ぐ
に
安
全
を
か
く
ほ

発表
し合おう

34 35

家
か

族
ぞく

で話し合おう６
第3章

６

　地
じ

震
しん

などにより災
さい

害
がい

が起
お

こったときのために、日ごろから家族でどのようなこ

とについて話し合っておけばよいのでしょうか。

地
図

避難場所

非常持出袋

父
母
000-XXXX-X

XXX

000-XXXX-X
XXX

0000-00-0
000自たく

れんらく先

　災害が起こったときに備
そな

えて、日ごろから家族でどのようなことを話

し合っておけばよいのか考えてみましょう。

　地震などが起こった場合、家族があわてず行
こう

動
どう

できるように、避難場所やおた

がいの連らく方法などについて、家族で話し合っておきましょう。

非常持出袋
家族の役

やく

わり

分たんを決
き

め

ておこう。

おたがいの連
れん

らく方
ほう

法
ほう

を決めておこう。地いきの避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

や避難所を確
たし

かめ

ておこう。

非
ひ

常
じょう

持
も

ち出し袋
ぶくろ

を

じゅんびしておこう。

家
か

具
ぐ

や本だながたおれ

ないようにしておこう。

　非常持ち出し袋には、どのような物
もの

を入れておくとよいのでしょうか？

　家族の命
いのち

を災害から守
まも

るためには、日ごろから防災について家族で話し

合っておくことが大切です。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

総合的な学習の時間

第
３
章



調
べてみよう

広げよう

広げよう

4 階～
6階

デッキ
他

○○市

津波避
難ビル

●●●
●●●

●●●
●

〒

36 37

ハザード・防
ぼう

災
さい

マップを調べよう７
第3章

７

　自分たちのまちのきけんな場
ば

所
しょ

や避
ひ

難
なん

所
じょ

などは、どこにあるのでしょうか。

また、被
ひ

災
さい

したまちは今、どのように復
ふっ

興
こう

しているのでしょうか。
　学校や家の周

まわ

り、通
つう

学
がく

路
ろ

で、地
じ

震
しん

や台風などの場合に、きけんだと思われる場

所を調べてみましょう。また、まちの避難所や防災施
し

設
せつ

、防災標
ひょう

識
しき

についても調

べてみましょう。

　わたしたちの住
す

むまち

の様子を調べ、より安
あん

全
ぜん

で住みやすいまちにする

ための方法をみんなで考

えていきましょう。

　みんなのまちの様
よう

子
す

を次
つぎ

のような方
ほう

法
ほう

で調
しら

べてみましょう。

●ハザード・防災マップ

調べたマップを発
はっ

表
ぴょう

し合いましょう。
また、ほかの学年の人にも教えてあげましょう。

　さがしてみると、

通学路にもきけんな

場所が意
い

外
がい

にたくさん

あるんだね。

ここは、避難所だよ。

◯みんなで協
きょう

力
りょく

して、分たんして調べてみよう。

◯まちを歩いて調べてみよう。

◯家
か

族
ぞく

に聞いてみよう。

◯近
きん

所
じょ

の人に聞いてみよう。

◯市
し

役
やく

所
しょ

や町
まち

役
やく

場
ば

、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

などに行って、インタビューしてみよう。

　地震などにより災
さい

害
がい

が起
お

こったときに、自分の身
み

を守
まも

るためには、日ごろか

ら自分が住むまちの安全な場所やきけんな場所を知っておくことが大切です。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

ハザード・防災マップを見てみよう。

（ハザードマップ
ポータルサイト）

引用：気仙沼市津波ハザードマップより

社　会・
総合的な学習の時間

第
３
章



考えてみよう

話し
合ってみよう

38 39

助
たす

け合って生活するために１
第4章

１

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では、約
やく

３２万人が避難所で生活をしなければならなく

なりました。避難所の生活とふだんの生活とのちがいについて考えてみ

ましょう。

　たくさんの人が共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

をするためには、いろいろなルールや役
やく

わりを決めな

ければなりません。

　避難所には多くの人が集
あつ

まってきます。避難所で生活をしなければな

らなくなった場合、わたしたちはどのようなことに気をつける必
ひつ

要
よう

があ

るのか話し合ってみましょう。

　少
すこ

しすると、とても高い大きい津
つ

波
なみ

が来るというので校
こう

舎
しゃ

の 2 階
かい

に家
か

族
ぞく

やほかの

ひなんしてきた人たちと行きました。どうなるんだろうと、心
しん

配
ぱい

で心配でしかたがあ

りませんでした。

　次
つぎ

の日の朝、外を見ると、いつも遊
あそ

んでいた公園や道
どう

路
ろ

は、大
おとな

人のこしくらいまで

水が上がっていてびっくりしました。

　ひなん所では、食べる物
もの

がなく、家から持
も

って来たおせんべいを 1 まいだけ食べ

ました。おなかがすいて、大声で泣
な

いている子どももいました。外にも出られなくて

大
たい

変
へん

なことが起
お

きたんだと思いました。

　何日かたって、救
きゅう

援
えん

物
ぶっ

資
し

が届
とど

くようになりました。給
きゅう

食
しょく

係
がかり

を決
き

めたり室
しつ

長
ちょう

も決め

ました。それに、トイレそうじ当番も決めて、トイレの水も流
なが

れないので、プールの

水をバケツにくんでトイレに流したりしました。

忘
わ す

れてはいけない日
　地

じ

震
しん

などにより災
さい

害
がい

が起
お

こった場合、多くの人が公
こう

民
みん

館
かん

や学校などの避
ひ

難
なん

所
じょ

で

生活をしなければならないときがあります。避難所の生活はふだんの生活とどの

ようにちがうのでしょうか。

食事について
XXX トイレの

つかいかた

10時です！
消灯は

そうじ当番

まも

しょうとう

　避難所などでおたがいに

助け合って生活するためには、

地いきのつながりが大切だね。

　そのためには、日ごろか

ら近
きん

所
じょ

の人へのあいさつや

まちの行
ぎょう

事
じ

へ参
さん

加
か

すること

などが大切だね。

避難所に集まった人
ひと

々
びと

避難所に集まる人々 決められた生活ルール

食
しょく

事
じ

を受
う

け取
と

る人々 避難所となった学校の1日の流
なが

れ

（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より）

写真提供：仙台市

助
け
合
い
・
共
に
生
き
る

総合的な学習の時間

第
４
章



40 41

大
だ い

丈
じょう

夫
ぶ

 
親せきのおばさんが泊

と

めてくれた

近
きん

所
じょ

の人がとん汁
じる

を作ってくれた

友
とも

達
だち

のお母
かあ

さんが洋
よう

服
ふく

を分けてくれた

大丈夫　大丈夫って気
き

持
も

ちになる

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人が救
きゅう

援
えん

物
ぶっ

資
し

を送
おく

ってくれる

日本中の人が助
たす

けに来てくれる

世
せ

界
かい

中
じゅう

の人が応
おう

援
えん

してくれる

頑
がん

張
ば

れ　負
ま

けるなって声が聞こえてくる

大丈夫　大丈夫　大丈夫って気持ちになる

言いつくせないほどのありがとう

ずっとずっと忘
わす

れないで

明
あした

日も笑
え

顔
がお

で

 「行ってきます」

（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より）

写真提供：『PRAY FOR JAPAN − 3.11 世界中が祈りはじめた日』（講談社刊）

助
け
合
い
・
共
に
生
き
る

総合的な学習の時間

第
４
章



調
べてみよう

42 43

まちの防
ぼう

災
さい

施
し

設
せつ

・標
ひょう

識
しき

1
第5章

1

　まちには、地
じ

震
しん

、津
つ

波
なみ

、大雨、高
たか

潮
しお

、雷
かみなり

、竜
たつ

巻
まき

、火
か

事
じ

などによる災
さい

害
がい

から、

わたしたちの命
いのち

を守
まも

るためにつくられている施設や標識があります。それにはど

のようなものがあるのでしょうか。

　わたしたちの命を守るためにつくられている施設や標識には、次
つぎ

のよ

うなものがあります。施設や標識の役
やく

わりについて調
しら

べてみましょう。

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

震
しん

災
さい

後、仙
せん

台
だい

東
とう

部
ぶ

道
どう

路
ろ

にできた避難階
かい

段
だん

避難の丘 津波避難タワー津波避難ビル 防災無
む

線
せん

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

避難誘
ゆう

導
どう

標
ひょう

識
しき

川の堤
てい

防
ぼう

消防器
き

具
ぐ

庫
こ

防災備
び

蓄
ちく

倉
そう

庫
こ

津
つ

波
なみ

到
とう

達
たつ

標
ひょう

識
しき

写真提供：NEXCO 東日本

公
の
支
援
と
備
え

写真提供：宮城県東日本大震災文庫／
東日本大震災アーカイブ宮城

写真提供：宮城県東日本大震災文庫／
東日本大震災アーカイブ宮城

社　会・
総合的な学習の時間

第
５
章



話し
合ってみよう

44 45

災
さい

害
がい

時
じ

の救
きゅう

助
じょ

活
かつ

動
どう

2
第5章

2

●消
しょう

防
ぼ う

●日本赤十字社や病
びょう

院
い ん

●自
じ

衛
え い

隊
た い

　地
じ

震
しん

や津
つ

波
なみ

などによる災害時に、もっとも大切なことは人の命
いのち

を救
すく

うことです。

どのような人
ひと

々
びと

が、どのような思いで人の命を救う仕
し

事
ごと

を行ったのでしょうか。

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のときに、どのような人々がどのような思いで、人の命

を救うために働
はたら

いていたのかについて話し合ってみましょう。

●警
け い

察
さ つ

●海外からの救
きゅう

援
え ん

●海
か い

上
じょう

保
ほ

安
あ ん

庁
ちょう

　県外や海外からも

たくさんの人が応
おう

援
えん

にかけつけてくれた

んだね。

あ
り
が
と
う
　
や
ま
ね
こ
の
湯ゆ

三
月
十
一
日
　
大お
お

地じ

震し
ん

　
大お
お

津つ

波な
み

わ
た
し
の
町
も
大
き
な
被ひ

害が
い

を
受う

け
た

電
気
も
な
い
　
水
も
な
い

お
風ふ

呂ろ

に
も
入
れ
な
い

す
ご
く
大た
い

変へ
ん

だ
っ
た

そ
ん
な
時

や
ま
ね
こ
の
湯
が
や
っ
て
き
た

自じ

衛え
い

隊た
い

の
お
風
呂
だ

こ
れ
で
お
風
呂
に
入
れ
る
ぞ

わ
た
し
の
家
の
裏う
ら

の
川
か
ら

水
を
く
ん
で
い
く

や
ま
ね
こ
の
湯
は
　
広
く
て
　
温あ
た
た

か
い

毎
日
入
っ
た

お
風
呂
で
は
鬼お
に

ご
っ
こ

楽
し
い
お
風
呂
タ
イ
ム

余よ

震し
ん

が
毎
日
起お

き
た

 

「
ま
た
　
地
震
が
来
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

っ
て
言
っ
た
ら

 

「 

お
れ
た
ち
助た
す

け
て
や
る
け
ん
」

っ
て
言
わ
れ
た

う
れ
し
か
っ
た

　自
衛
隊
の
人
た
ち
が
来
て

た
く
さ
ん
の
人
が
元
気
に
な
っ
た

（
作
文
宮
城
60
号
　
特
別
編『
あ
の
日
の
子
ど
も
た
ち
』よ
り
）

写真提供：河北新報社 写真提供：七ヶ浜町 写真提供：ホビージャパン

写真提供：河北新報社 写真提供：読売新聞社

公
の
支
援
と
備
え

社　会・
総合的な学習の時間
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株
式
会
社
○
○

話し
合ってみよう

知っておこう

46 47

悲
かな

しい気
き

持
も

ち、こわい気持ち1
第6章

1

　台風や地
じ

震
しん

、津
つ

波
なみ

などにより、悲しい気持ちやこわい気持ちが大きくなると、

頭がいたくなったり、ねむれなくなったりすることがあります。どうすれば、そ

のような気持ちを小さくすることができるのでしょうか。

　だれかに話してみましょう。

思い出してつらい

家の人に話す

友
とも

達
だち

に話す

先生に話す

スクールカウンセラーに話す

頭やおなかがいたくなる

悲しくてなにもしたくないいらいらしておこりっぽい

ねむれない

●どうすればリラックスできるかな

T

N

　ほかにどのようなことをすればリラックスできるのでしょうか。

みんなで話し合ってみましょう。

　このようなけいけんをしたことがありますか。

これは、だれにでも起
お

こる自
し

然
ぜん

なことなのです。

わたしだけじゃないんだ。

みんなも同じなんだね。
　悲しい気持ちやこわい気持ちは、だれかに話したり、自分の好

す

きなことを

したりすることで、小さくなることを知っておきましょう。

心
の
ケ
ア

学級活動

第
６
章



48 49

みんながいたからがんばれた
水がのみたいな　のどがかわいたな

でも水道から水はでない

ジュースもむぎ茶もない

ぼくの水とうに水がちょっぴり

 「ぼくにもちょうだい。」

友だちが言っている

 「いいよ　ちょっとずつ分けようね。」

ごくり

すぐまたのどがかわいたよ

おなかすいたな　何か食べたいな

でもごはんもパンもない

おせんべい 1 まいをみんなで分けた

バリン

おなかいっぱいにならないや

うちに帰りたいな

でも帰れない

外は水でいっぱい

学校のじ童
どう

クラブの子どもたち

ひなんしてきた人が百人

ぎゅっ

手をつよくにぎってがまんしたよ

しんさいの夜

音楽室でみんなとすごした

遠くの空が赤くもえる

夜なのに

石
いしのまき

巻の空はまっ赤
か

だ

たて物
もの

からほのおが上がって

ほのおは黒い黒い水をてらす

今も思い出す　あの夜

みんなで分けた水やおやつ

みんなでいたから

がんばれた　あの夜

（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より）

心
の
ケ
ア

道徳・学級活動
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　地震や津波が起
お

こったとき、

　どうすれば自分の命
いのち

を守
ま も

ることができるのでしょうか。

　どうすれば大切な人を守ることができるのでしょうか。

　そのためには、東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の教訓や副
ふく

読
どく

本
ほん

などで学んだことをいかしていく

ことが大切です。

　しょうらいの自分や大切な人を助
た す

けることができるのは、

　これからのあなたです。

　下の作文は、当時小学生だった児童が、5 年後の自分にあてた手紙です。震災

のときの思いとこれまでのけいけんや学
がく

習
しゅう

してきたことなどを手紙に書き、しょ

うらいの自分に震災の教訓を伝えています。

『５年後の私へ』

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

を覚
おぼ

えていますか。２
年たった今でも、

３月

11 日のことはしっ
かりと覚えていま

す。大震災で学ん
だこと、

それは逃
に

げ道をお母
かあ

さんと確
かく

認
にん

すること、津波注
ちゅう

意
い

報
ほう

が出た

らすぐに山や学校
に逃げることです

。

　忘
わす

れていませんか。
かならず忘れずに

いてください。

　悲
かな

しいこと、つらいこ
とがあっても家

か

族
ぞく

で乗
の

りこえてください
。

　そして、このこ
とを多くの人に伝

つた

えていってくださ
い。

　そのことがみん
なにわかるように

お願
ねが

いします。

もしもまた、地
じ

震
しん

や津
つ

波
なみ

がやってきたら・・・

教
きょう

訓
くん

をいかすために1
第7章

1

（「備
そな

えの手紙ー 5年後のわたしへ、家族へ」より）河
か

北
ほく

新
しん

報
ぽう

社
しゃ

生
き
方
を
考
え
る

総合的な学習の時間

第
７
章
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まゆかへ
まゆかは　とてもやさしかったね

小さい子のめんどうを見たり

遊
あそ

んであげたりするのが好
す

きだったよね

おばあさんと買
か

い物
もの

に行ったときには

お菓
か

子
し

は必
かなら

ず 2 個
こ

買って来て

 「これはお兄
にい

ちゃんのね。」

って　ぼくに 1 つくれたよね

まゆかは　がんばりやさんで

負
ま

けずぎらいだったよね

幼
よう

ち園
えん

のころ　鼓
こ

笛
てき

隊
たい

のキーボード練
れん

習
しゅう

を

家で何回も何回もしていたね

1 年生のときのマラソン大会は

1 位
い

をとったね

2 年生のときは 3 位だったけれど

まゆかがにこにこでメダルをもらったとき

ぼくは　とてもうれしかったよ

学校の図書カードには

借
か

りた本の名前がいっぱい書いてあって

こんなに読んでいたんだと思って

びっくりしたよ

ぼくとまゆかはいつもいっしょだったね

遊んでいて

まゆかがふざけて投
な

げたペットボトルが

ぼくのおでこに当ってしまったことがあった

よね

ぼくのおでこの血
ち

を見て

まゆかが目にいっぱい涙
なみだ

をためて

 「だいじょうぶ。」

って　心
しん

配
ぱい

してくれたね

 「だいじょうぶだよ。」

って言っても

何回も

 「ごめんね。」

って　言っていたね

いつまでもいつまでも

ぼくのそばをはなれなかったね

今でも　おでこに傷
きず

が残
のこ

っているよ

ぼくのおでこの傷を

まゆかがちっちゃい手でさわって

ふざけることも

けんかをすることも

もうできないんだね

とてもさびしいよ

まゆかはいつも

 「兄ちゃん、兄ちゃん。」

と　ぼくをよんでいたよね

まゆかの

 「兄ちゃん」と呼
よ

ぶ声を

もう一
いち

度
ど

聞きたいよ

7 月 9 日は　まゆかの誕
たん

生
じょう

日
び

だから

みんなで誕生会をしたんだ

まゆかの好きなチョコレートケーキだよ

まゆかもケーキ食べてくれたかな

まゆかは　ぼくの夢
ゆめ

の中に出て来てくれたね

 「兄ちゃん　前のことは考えないで

　明
あした

日のことを考えたほうがいいよ。」

って

何だかむずかしいことを言っていたよね

はっきりと覚
おぼ

えているんだ

これからも

夢の中でもいいから遊びに来てね

いつでもいいから遊びに来てね

ぼくはいつまでも

まゆかの兄ちゃんだからね

ぼくは野
や

球
きゅう

をやっているから応
おう

援
えん

してね

まゆかのやりたかったこと

まゆかの分もがんばっていくからね

空から見ててね

ありがとう

まゆか

ありがとう

（作文宮城 60号　特別編『あの日の子どもたち』より）

生
き
方
を
考
え
る

道　徳

第
７
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ひげのヒーロー
 「今
きょう

日こそ電気ついたか。」

　毎日、おじいちゃんとお父
とう

さんが電話をよこす。

　3 月 11 日、巨
きょ

大
だい

地しん発
はっ

生
せい

。

　その時から、当たり前だと思っていた生活が消
き

えた。電気も水も生活す

るすべてのものがなくなった。

　ぼくのおじいちゃんと、お父さんは、電気工
こう

事
じ

士
し

。毎日、ぼくがねた夜

中に帰ってきて、朝 4 時には家を出る。

 「なんとか電気だけでも。」

　さむい中、復
ふっ

旧
きゅう

作
さ

業
ぎょう

におわれていた。しかし、何日待
ま

っていても電気

はつかなかった。

 「なんで、おじいちゃんもお父さんもがんばっているのに電気がつかない

　の。」

と思ったりした。

　電気がない生活が、こんなにもひどいものだとは思わなかった。毎日、

テレビを見て、夜は電気をつけると明るくなる。お風
ふ

呂
ろ

に入るのも、すべ

て電気が必
ひつ

要
よう

なのだ。その電気がない今、何もできない。

 （こんな日がいつまでつづくの。）

と、かなしくて不
ふ

安
あん

で泣
な

いた。

　ひさしぶりに会ったお父さんの顔は、ひげだらけで、とてもつかれた顔

をしていた。ぼくは、クマみたいだとわらってしまったけれど、かっこい

いと思った。いつになったら電気がつくのと、おこったり、ないたりした

自分がはずかしくなった。

　次
つぎ

の日、お父さんは、

 「 お母
かあ

さんの言うことをきちんと聞いて、たすけてあげてな。」

と、ぼくをだきしめて、しおがまに復旧作業に出かけて行った。

　今
こ

年
とし

のお正月もお父さんは、大雪で停
てい

電
でん

になっていた岩
いわ

手
て

県
けん

に行った。

　今も、ひ災
さい

地
ち

の復旧作業はつづいているが、電気の明かりは、きっと

人
ひと

々
びと

の心を明るくしてくれるだろう。

　ぼくにとって、お父さんはヒーローだ。

　電気の大切さを知ったぼくは、大
おとな

人になったら、お父さんのような電気

工事士になろうと思う。 （作文宮城 60号　特別編『あの日の子どもたち』より）

生
き
方
を
考
え
る

道　徳

第
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しっかりと  　　  前を向いて

生きていこう 　　  歩いていこう

命
いのち

の大切さ、

生きていることの

すばらしさ。

今
き ょ う

日から明
あ し た

日へ、

夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

に

向かって。

未
み

来
らい

に向
む

かって

写真提供：河北新報社

学級活動
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　２０１１（平
へい

成
せい

２３）年３月１１日、宮
みや

城
ぎ

県
けん

の太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

（海いき）を震
しん

源
げん

とす

る「東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

」が発
はっ

生
せい

しました。宮城県では、この地震によりたく

さんの道
どう

路
ろ

や建
たて

物
もの

などがこわれ、大きな被
ひ

害
がい

を受
う

けました。また、東北地方の太

平洋沿
えん

岸
がん

部
ぶ

は予
よ

想
そう

をはるかにこえた大きな津
つ

波
なみ

におそわれ、多くのとうとい命
いのち

が

うばわれました。わたしたちのふるさとをおそったこの地震や津波の被害を「東

日本大震災」といいます。わたしたちは、このできごとを決
けっ

してわすれず、次
つぎ

の

世
せ

代
だい

の人たちに語り伝
つた

えていかなければなりません。

資
し

 料
りょう

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

①発生日時

　2011( 平成 23) 年 3 月 11 日 ( 金 )　午後 2 時 46 分

②発生場
ば

所
しょ

　宮城県牡
お

鹿
しか

半
はん

島
とう

の東南東 約
やく

130㎞付
ふ

近
きん

　  三
さん

陸
りく

沖
おき

　深
ふか

さ 24㎞

③地震の力の大きさ

　マグニチュード 9.0　日本の周
まわ

りで起
お

きた地震では、観
かん

測
そく

を始
はじ

めて最
さい

大
だい

の大きさ

④宮城県内のゆれ（各
かく

市町村の最
さい

大
だい

震
しん

度
ど

）

　震度 7　　（栗
くり

原
はら

市）

　震度6 強   （石
いしの

巻
まき

市、登
と

米
め

市、大
おお

崎
さき

市、川
かわ

崎
さき

町
まち

、仙
せん

台
だい

市、名
な

取
とり

市、美
み

里
さと

町
まち

、東
ひがし

松
まつ

島
しま

市、

　　　　　　塩
しお

竈
がま

市、涌
わく

谷
や

町
ちょう

、大
おお

衡
ひら

村、蔵
ざ

王
おう

町
まち

、山
やま

元
もと

町
ちょう

)

　震度 6 弱  （岩
いわ

沼
ぬま

市、気
け

仙
せん

沼
ぬま

市、角
かく

田
だ

市、松
まつ

島
しま

町
まち

、白
しろ

石
いし

市、利
り

府
ふ

町
ちょう

、大
おお

郷
さと

町
ちょう

、大
おお

河
が

原
わら

町
まち

、南
みなみ

三
さん

陸
りく

町
ちょう

、富
とみ

谷
や

町
まち

、

　　　　　　亘
わた

理
り

町
ちょう

、大
たい

和
わ

町
ちょう

)

　震度 5 強（加
か

美
み

町
まち

、色
しか

麻
ま

町
ちょう

、村
むら

田
た

町
まち

、柴
しば

田
た

町
まち

、丸
まる

森
もり

町
まち

、七
しち

ヶ
が

浜
はま

町
まち

、多
た

賀
が

城
じょう

市、七
しち

ヶ
か

宿
しゅく

町
まち

）

　記録なし   （女
おな

川
がわ

町
ちょう

）

出
しゅっ

典
てん

：平成 23 年 3 月　気
き

象
しょう

庁
ちょう

「地震・火山月
げっ

報
ぽう

」

●地震の記
き

録
ろ く

●宮城県の自
し

然
ぜ ん

災
さ い

害
が い

年
ね ん

表
ぴょう

宮城県の被
ひ

災
さ い

状
じょう

況
きょう

（令和7年9月30日現
げん

在
ざい

）＊宮城県復
ふっ

興
こう

・危
き

機
き

管
かん

理
り

部
ぶ

防
ぼう

災
さい

推
すい

進
しん

課
か

①人の被害

　・死
し

　　　者
しゃ

　　� １０, ５７１人

　・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

　　　� １, ２１５人

　・負
ふ

　傷
しょう

　者
しゃ

　　� 　４, １４５人

②建物の被害

　・全
ぜん

　　壊
かい

　　　� ８３, ００５棟
むね

　・半　　壊　　� １５５, １３１棟

　・一
いち

部
ぶ

破
は

損
そん

　　� ２２４, ２０２棟

年 種別 で　き　ご　と　　　　Ｍはマグニチュード

  869（貞
じょう

観
がん

11）年  7 月 13 日 地
じ

震
しん

大地震（Ｍ８．３）津
つ

波
なみ

でおよそ 1,000 人がなくなる。

1611（慶
けい

長
ちょう

16）年 12 月 2 日 地震 地震（Ｍ８．１）、大津波で 1,783 人がなくなる。

1623（元
げん

和
な

９）年５月 15 日 噴
ふん

火
か

蔵
ざ

王
おう

山
さん

噴火。県内各地に火
か

山
ざん

灰
ばい

が降
ふ

る。

1678（延
えん

宝
ぽう

６）年 10 月 2 日 地震 地震（Ｍ７．５）白
しろ

石
いし

城
じょう

の一部がこわれる。

1721（享
きょう

保
ほう

６）年 7 月 24 ～ 25 日 水
すい

害
がい

大水のため、迫
はさま

川
がわ

の堤
てい

防
ぼう

がこわれる。

1793（寛
かん

政
せい

５）年２月 17 日 地震 地震（Ｍ８．０〜８．４）

1835（天
てん

保
ぽう

６）年７月 20 日 地震 地震（Ｍ７．０）津波による死
し

傷
しょう

者
しゃ

多数。

1896（明
めい

治
じ

29）年６月 15 日 地震 地震（Ｍ８．２）「明
めい

治
じ

三
さん

陸
りく

地
じ

震
しん

津
つ

波
なみ

」死傷者 4,693 人

1910（明治 43）年８月６～ 16 日 水害
大
だい

洪
こう

水
ずい

により、迫川、北
きた

上
かみ

川
がわ

、阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川
がわ

が氾
はん

らんする。

死
し

者
しゃ

・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

360 人

1933（昭
しょう

和
わ

８）年 ３月３日 地震 地震（Ｍ８．１）大津波　「昭
しょう

和
わ

三
さん

陸
りく

地
じ

震
しん

」。死者・行方不明者 308 人

1947（昭和 22）年９月 14 ～ 15 日 水害 カスリン台風　北上川、阿武隈川などが氾らんする。死者・行方不明者 30 人

1948（昭和 23）年９月 16 ～ 17 日 水害 アイオン台風　仙
せん

北
ぽく

地
ち

方
ほう

で大洪水。死者・行方不明者 44 人

1960（昭和 35）年５月 24 日 津波 チリ地震により牡
お

鹿
しか

地
ち

域
いき

で最
さい

大
だい

５．６メートルの津波。死者・行方不明者 53 人

1962（昭和 37）年４月 30 日 地震 地震（Ｍ６．５）「宮
みや

城
ぎ

県
けん

北
ほく

部
ぶ

地
じ

震
しん

」。

1978（昭和 53）年６月 12 日 地震 地震（Ｍ７．４）「宮
みや

城
ぎ

県
けん

沖
おき

地
じ

震
しん

」塀
へい

や建
たて

物
もの

がたおれる。死者 27 人

1986（昭和 61）年 8 月 4 ～ 5 日 水害
台風 10 号　「８．５水害」　阿武隈川、吉

よし

田
だ

川
がわ

などの堤防がこわれる。

死傷者 17 人

2003（平
へい

成
せい

15）年 7 月 26 日 地震
地震（最大Ｍ６．４）宮城県北部を震

しん

源
げん

とする震
しん

度
ど

6 弱の地震が１日３回

発
はっ

生
せい

。重
じゅう

軽
けい

傷
しょう

者
しゃ

675 人、全
ぜん

半
はん

壊
かい

5,085 棟
むね

2008（平成 20）年 6 月 14 日 地震
地震（Ｍ７．２）「岩

いわ

手
て

・宮
みや

城
ぎ

内
ない

陸
りく

地
じ

震
しん

」栗
くり

原
はら

市
し

を中心に大きな被
ひ

害
がい

。

死者・行方不明者 18 人

2011（平成 23）年 3 月 11 日 地震
地震（Ｍ９．０）「東

とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

」東北地方太平洋側
がわ

沿
えん

岸
がん

地
ち

域
いき

を

大津波が襲
おそ

う。３月 12 日　福
ふく

島
しま

第
だい

一
いち

原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

で爆
ばく

発
はつ

事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

。

2019（令
れい

和
わ

元）年 10 月12日〜13日 水害
台風 19 号により阿武隈水

すい

系
けい

が決
けっ

壊
かい

。

丸
まる

森
もり

427.0mm、同
どう

筆
ひっ

甫
ぽ

地
ち

区
く

594.5mm

2022（令和 4）年 3 月 16 日 地震 地震（Ｍ７．４）「福
ふく

島
しま

県
けん

沖
おき

地
じ

震
しん

」。

出典：「宮城県災害年表」（マグニチュードは「最
さい

新
しん

版
ばん

 日
に

本
ほん

被
ひ

害
がい

地
じ

震
しん

総
そう

覧
らん

」および気象庁ホームページによる）

　あなたの住
す

んでいる地いきや学校では、いつ、どのような災
さい

害
がい

があったのでしょ

うか。地いきの記
き

録
ろく

を調
しら

べたり、学校の先生方に聞いたりしてみましょう。



も
し
も
ね
が
い
が
か
な
う
な
ら

　も
し
も
ね
が
い
が
か
な
う
な
ら

時
間
を
も
ど
し
て
み
ん
な
を
ひ
な
ん
さ
せ
た
い

宮み
や

城ぎ

県け
ん

お
き
を
し
ん
げ
ん
と
す
る

大
地
し
ん
が
き
て

あ
ん
な
に
な
み
だ
を
流な

が

す
こ
と
も

う
な
だ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

も
し
も
ね
が
い
が
か
な
う
な
ら

三
月
の
大
地
し
ん
を
止
め
た
い

た
て
物も

の

が
く
ず
れ
る
こ
と
も

あ
の
黒
い
波な

み

が
お
し
よ
せ
る
こ
と
も

放ほ
う

し
ゃ
の
う
の
風
が
ふ
く
こ
と
も
な
か
っ
た

も
し
も
　
て
い
ぼ
う
を
も
っ
と
高
く
し
て
い
た
ら

も
し
も
　
し
ん
げ
ん
地
が
遠
い
所と

こ
ろ

だ
っ
た
ら

も
し
も
　
つ
波
が
も
っ
と
低ひ

く

か
っ
た
ら

も
し
も
　
地
し
ん
が
起お

き
な
か
っ
た
ら

も
し
も
　
も
し
も
、　
も
し
も
　･･････

で
も
、
時
間
を
も
ど
す
こ
と
は
で
き
な
い

わ
た
し
た
ち
は
　
進す

す

ん
で
い
く
し
か
な
い

た
く
さ
ん
の
後
か
い
を
　
ば
ね
に
し
て

が
ん
ば
ろ
う

も
っ
と
安あ

ん

全ぜ
ん

に
く
ら
せ
る
よ
う
に

も
っ
と
強
い
町
に
な
る
よ
う
に

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

（
作
文
宮
城
60
号
　
特
別
編
『
あ
の
日
の
子
ど
も
た
ち
』
よ
り
）

道　徳




